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  die（死ぬ）の過去形  

  ～の世話をする  

  

  

  

 

 ～を終える 
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  ～へ行く途中で 教会 

  

       

   

 

 貧しい人々 

When Agnes was eight years old, her father died. 

Her mother had to take care of her three children. 

Lazar :  Thank you for dinner, Mom.  It was good. 

Mother : You’re welcome.  I’m happy to hear that. 

Aga :   Mom, you look tired.  You should go to bed early tonight. 

I’ll clean the table and wash the dishes.  You don’t have to do anything. 

Mother : I’m all right, Aga.  I’m going to finish some of my work tonight. 

And I have other things to do tomorrow. 

Agnes :  What are you going to do tomorrow? 

Mother : I’m going to visit people around here.  They are waiting for me. 

Lazar :  You mean those poor people?  Are you going to give them our food? 

We don’t have much food now. 

Mother : They have no food.  They need help.  You know that, Lazar. 

Agnes :  I saw them on the way to church. 

I could do nothing, but I want to do something for them. 

What can I do for them, Mom? 

Mother : You can go to church, Agnes.  I know you like to be in church. 

 

Agnes :  Okay, I’ll go.  And I’ll visit and help the poor when you can’t go. 

 アグネスが８歳のとき〃父親が死にました。 

母親は３人の子どもの世話をしなければなりませんでした。 

ラザール：夕食をありがとう〃お母さん。おいしかったよ。 

母親：  どういたしまして。それを聞いてうれしいわ。 

アガ：  お母さん〃疲れているように見えるわよ。今夜は早く寝たほうがいいわ。 

私がテーブルをきれいにしてお皿を洗うわ。お母さんは何もしなくていいのよ。 

母親：  私は大丈夫よ〃アガ。今夜は仕事をいくつか終えるつもりよ。 

そして〃明日は他にすることがあるの。 

アグネス：明日は何をするつもりなの？ 

母親：  このあたりの人々を訪ねるつもりよ。彼らは私を待っているの。 

ラザール：あの貧しい人たちのこと？ 彼らにぼくたちの食べ物をあげるつもりなの？ 

ぼくたちは今あまり食べ物を持っていないよ。 

母親：  彼らは食べ物がないの。助けが必要なのよ。わかっているでしょう,ラザール。 

アグネス：私は教会へ行く途中で彼らを見たわ。 

私は何もできなかったけど〃彼らのために何かをしたいわ。 

何ができるかしら、お母さん？ 

母親：  あなたは教会へ行くことができるわ〃アグネス。あなたが教会にいるの

が好きなのを知っているわよ。 

アグネス： わかった〃行くわ。そしてお母さんが行けないときは〃私が貧しい人々

を訪ねて助けるわ。 
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 労働 

 記事  

  世界中の 2 億人以上の子ども（＝主語） アジア 

  

  

  

  

 

  

 親 ～の世話をする 

 お互いに 

  ごみ 

 

  ガーナ  

 農園 他界した  

もし～ならば  

  衝撃（しょうげき）的な 

   ～歳のときに 

  

 機会      

   

  

Do you know anything about child labor? 

Last week I read an article about child labor. 

I learned that over 200 million children in the world work, and many of them are in Asia 

and Africa. 

They have to work because their families are very poor. 

They work for many hours every day, so they have no time to go to school or to play with 

their friends. 

The article is about a girl and her brother in India. 

The girl is only ten years old, and her brother is only eight. 

They don’t have parents, and no one takes care of them. 

They always help each other. 

Every day they walk along streets and collect trash. 

They sell it and get money for food.  At night they sleep on the streets. 

I also found an article about a boy in Ghana.  He is eleven years old. 

He works on a coffee plantation.  His father passed away, and his mother is sick. 

If he stops working, he can’t get money for food and medicine for his mother. 

These articles were shocking to me. 

In Japan, all children start to go to school at the age of six or seven. 

We have meals every day.  We sleep at home. 

Those children should have chances to learn, eat, and sleep at home. 

What can we do for them?  Let’s think about the matter together. 

Thank you. 

 あなたは児童労働について何か知っていますか？ 

先週，私は児童労働についての記事を読みました。 

世界中で 2億人以上の子どもが働いていて，その多くがアジアとアフリカにいること

を知りました。 

家族がとても貧しいので，彼らは働かなければなりません。 

毎日何時間も働くので，彼らには学校へ行ったり友達と遊んだりする時間がありませ

ん。 

 この記事はインドにいるある少女と彼女の弟についてです。 

その少女はほんの 10 歳で，弟はほんの８歳です。 

２人には親がいなくて，だれも世話をする人がいません。 

２人はいつもお互いに助け合っています。 

毎日彼らは通りに沿って歩いてごみを集めます。 

彼らはそれを売り，食べ物のためのお金を手に入れます。夜は通りで寝ます。 

 私はガーナの少年についての記事も見つけました。彼は 11 歳です。 

彼はコーヒー農園で働いています。父親は他界し，母親は病気です。 

もし彼が働くのをやめれば，彼は食べ物のためのお金と母親の薬を得ることができません。 

 これらの記事は私にとって衝撃的でした。 

日本では，すべての子どもたちが６，７歳で学校に行き始めます。 

私たちは毎日食事をします。私たちは家で眠ります。 

これらの子どもたちは学び，食べ，家で眠るきっかけを持つべきです。 

私たちは彼らのために何ができるでしょうか？ 一緒にこの問題について考えましょう。 

 ありがとうございました。 
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